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に PAC（Personal Attitude Construct）分析（内藤，1993）を用いた振り返り面接を行った。被




























































以上の手順を第 1 回の制作回から第 5 回まで繰り返し，制作過程を振り返った。
――
．結果と解釈
本論では，得られた 4 名の結果のうち，通常の箱庭療法に近い展開が見られた被験者 A と，展




















連想を，クラスター 1（以下，C1 と略記）『7 未知の世界』『10冒険』・クラスター 2（以下，C2
と略記）『3 楽しみ』『8 希望』『1 ワクワク』『2 ドキドキ』・クラスター 3（以下，C4 と略記）『つ



















































連想を，クラスター 5（以下，C5 と略記）『6 止まる』『3 進んでない』・クラスター 6（以下，






































連想を，クラスター 9（以下，C9 と略記）『3 自分の中の戦い』『7 もがく』『8 苦しい』・クラス
ター10（以下，C10 と略記）『2 トゲトゲ』『5 ぴったり』・クラスター11（以下，C11 と略記）『4
















② トゲトゲ . L} <CW内向の叫 <,
(SJびったり 丁 I., 
＠葛藤 -2 
⑰ ワザワ 0 3 
I I It<Cll避けてきた自身の一而＞
(jt, ざわめく 0 7 
(Jl,，迷い 0 5 













と略記）『8 居心地がいい』『11おちつく』『5 収穫』・クラスター15（以下，C15 と略記）『7 やっ
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連想を，クラスター17（以下，C17 と略記）『4 得たもの』『7 楽しい』・クラスター18（以下，
C18 と略記）『5 明るい』『9 やわらかい』『1 抜け出す』『3 光がさしこむ』『2 開ける』・クラスター





































連想を，C1『1 落ち着き』『6 平和』『8 安定』『12ゴーゴー』『2 静か』『13シンシン』・C2『7 始








































連想を，C5『4 パチパチ』『9 進む』『6 変化』・C6『1 赤』・C7『8 見ている』『10抑えながら』
『11どっしり』・C8『2 熱』『3 メラメラ』・C9『5 神聖』『7 そびえたつ』，の五つに分けた（図 7）。
C6 について「個人的には，赤がここ（C5）に来るかなみたいな感じはあったんですけど。これ
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(S,¥神聖 0 8 
<C9どっしりとした梱図＞


















連想を，C10『7 地下』『4 暗い』『6 いびつ』・C11『5 水』・C12『2 風』『11ぷかぷか』『1 絡ま



























連想を，C14『5 輝き』『10キレイ』・C15『2 夜』『4 静か』『1 海』・C16『6 無生物』『7 大人数』
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(7)大人数 十91 I <CIG夜梨を構成＞




















連想を，C18『2 明け』『5 エネルギー』『6 変化』『12輝き』『1 明暗』『11流れ』『4 動き』『7 晴































被験者 A は，「大学院生活を振り返る」（第 1 回）ことを目的に箱庭制作を行っており，5 回の
制作過程終了時には，「ザワザワした気持ちが私の中にあってもいいものなんだと思えるようにな
った」（第 5 回）と，箱庭制作をきっかけとした自身の変化を感じ取っている。






















































































制作過程から検討すると，被験者 A では「ザワザワ」を表現できるまでに 3 回の制作を要した
ものの，表現手段を得たことで第 4 回以降では自由に内的世界を表現し，そこから内的世界への











被験者 A は，明確に感じたり言葉にすることができなかった「ザワザワ」が，第 3 回で恐竜の
ミニチュアという‘器’に収められる。その後，恐竜を用いた表現を通して内的体験を深めている。
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